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Mnを含む合金や金属間化合物は、Mn - Mn原子間距離の変化によって様々な磁性を示すこと

が知られている。また、Mnスピンの揺らぎが熱膨張に影響を与えることもある。Mn系合金の 1

つであるアモルファス(a-)Y-Mn合金は、Mnスピンの揺らぎが影響して熱膨張係数が大きくなる

ことが報告されている[1]。一方、a-Ce-Mn合金は、室温から低温までの幅広い温度範囲で熱膨張

係数が巨大であり、100 K以下の低温で増大が観測される。この原因として、Mnスピンの揺らぎ

の影響と、Ce の持つ 4f 電子と伝導電子の混成が考えられている[2]。そこで本研究は、a-Ce-Mn

の中でも特に巨大な熱膨張を示す a-Ce50Mn50 に対し、

磁性と熱膨張の関係について明らかにするため、4f電子

の希釈効果と最隣接平均原子間距離の変化を期待し、

Ceを同じ希土類金属で 4f電子を持たず、イオン半径が

Ceより小さい Yで置換した a-Ce50-xYxMn50合金を作製

し、磁化率と熱膨張測定を行った。 

a-Ce50-xYxMn50 (x = 0 - 50)は DC高速スパッタ法によ

り作製した。磁化率は、MPMSを用いて印加磁場 100 Oe、

5 - 300 Kの温度範囲、線膨張は、極低温冷凍機を用いて

5 - 300 Kの温度範囲でストレインゲージ法により測定

した。 

Fig. 1は、a-Ce50-xYxMn50の磁化率 χの温度依存性を

示す。全ての試料において 50 K以上の高温側では常磁

性を示した。低温側では、ZFC磁化が折れ曲がり、ZFC

磁化と FC磁化の分離が観測された。これはスピングラ

ス相の出現によるものと考えられる。ZFC 磁化の折れ

曲がり温度をスピングラス転移温度 Tgとすると、x = 0

では Tg = 13 Kであった。Tgは Y濃度の増加に伴い線形

的に増加し、x = 50 では 35 K となった。Fig. 2 は、

a-Ce50-xYxMn50の線膨張 ΔL/Lの温度依存性を示す。x = 0

の線膨張は、温度の減少と共に線形的に減少し、100 K

以下で大きく減少した。これに対して、Yを置換した x 

= 10 – 50では線膨張が大きく減少した。室温付近の熱膨

張係数は、x = 0で 40×10
-6

 K
-1となり、Y濃度に対して

線形的に減少し、x = 50で 20×10
-6

 K
-1となった。 
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Fig. 1 Temperature dependence of magnetic 
susceptibility χ for a-Ce50-xYxMn50 alloys 

Fig. 2 Temperature dependence of linear 

thermal expansion ΔL/L for a-Ce50-xYxMn50 

alloys 
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